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『赤
染衛門
集
』 二
一六
番歌に
つい
て 
ー
赤染衛門は
越の国
に
行っ
たのか
ー 
木戸 
裕子 
平
安時
代巾
期の歌
人であ
る
赤染衛門の家
集であ
る『赤
染衛門
集』 は
雑
纂形
態の流
布本
系と類纂形
態の異
木系に大
き
く二分で
きるが、
流
布本
系
は
六
〇〇首
あ
まりの歌をほぼ
制作
年
代順に
配
列し、
おそら
く赤
染衛門の
自撰で
あろ
う
と考えら
れ
てい
る注。 
赤染衛門は
一条
朝を
代表す
る儒者であ
る大
江匡
衡の
妻とし
ても
知ら
れ
てお
り、
その家
集中には
夫匡
衡との結
婚生
活や、
夫の国
司
赴任に
同
行し
た折の出
来事を
詠んだ歌
も多い。 
その中
の一首『赤
染
衛門
集』 二
一六
番歌は、
現
行の二
つの注
釈書注一
一
では
匡
衡の
越前
権守補任と関
連づけ
て解
釈され
てい
るが、
それは
妥
当で
あ
ろ
うか。 
一 
まず、
問
題の二
一六
番歌を、
流
布本
系の
最善
本
とされ現
行
注釈書の
底
本ともなっ
てい
る榊
原木に
よっ
て挙げ
る注ニ。 
ふ
る里
のみゆ
きは
なをあら
んな
むよか
る（
きと 
い
ひし
に 
忘
れにし
むかし
やさら
に
恋ら
れん
よに
ふ
るさ
とのみゆ
きせり
とも 
詞書の 
こし
に
て は、
異本
系の
桂本では 
こ、に
て となっ
てい
る
が、
現
行の注
釈書は、
いずれも
底
本ど
お
り こし
に
て の本文を
採
用し
てい
プQ 
私家
集全
釈叢書
の 『赤
染
衛門
集全
釈』（以降、
『全
釈』と呼
ぶ）では 
は
やう
住みし
ところに、
今住む人「
ほ
？か
（な
むいぬ
べ
きを、
さらぬ
さ
きに、
こし
に
ていか
で
たいめん
せん、
ふ
る里のみゆ
きは
なほ
あら
んな
む
よか
るべ
き とい
ひし
に 
忘
れにし
昔
やさらに
恋ひら
れん
よに
ふる里
のみゆ
去』せ
りと
も 
と
本文を立
て、
語
釈に「
〇こし 
越の国。
今の北陸
地方。
匡
衡は
越前
権守で
あっ
たこ
とがあ
る。
」とし
てい
る。
また、
通
釈は 
は
やうすみし
ところに
い
ますむ人ほ
？か
（
な
むいぬ 
（
きを
さらぬ
さ
きに
こし
に
ていか
てた
いめん
せん 
以前
私ど
も
が
住んで
いた所に、
今住んで
いる人が「
よ
そ（
行
く一」 
（一 
） 
（
一 一 ） 
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とに
なっ
ていま
す
が、
その前に
越でど
うかし
てお
会いレ
たい。
以
前
住んでい
た所
の雪は
やは
りあ
る方がいいでし
よ
う と
言っ
たの
で、 
すでに
忘
れてし
ま？
た昔が
また
恋し
く思わ
れるこ
とでし
ょ
う。
以前
住
んでい
た所は
壬三
か降っ
てい
ても。 
とし
てい
る。 
つ
まり、
「こし
に
て
」を
越の
国と解し、
その
語
釈に匡
衡の
越前
権守
補
任に
言
及す
ることで、 
は
やうす
みし
ところ
」は、
赤
染衛
門が匡
衡
とと
もに
住んで
いた
越前
の
邸であ
るととらえ
てい
る。 
また、
『全
釈』 の十五
年後に
出
版された、
和歌
文学
大
系の 『赤
染衛門
集』（以降
『大
系』 と呼
ぶ）では、
木文を 
は
」（、 
1 
と」ろ い
よ 
司 ほ
「「 い 
さき 二 
早
う
住みし
所に
今住む人、
他（な
む
往ぬ
べ
きを、
さらぬ
先に、
越 
たいぬ三
一 ゆ
き を 
に
ていか
で
対
面せん、
ふる里のみ雪は
なほ
あらん
な
むよか
るべ
き
」 
と言ひし
に 
むか 
（一（ど 
よ ゆ
き 
忘れにし
昔
やさら
に
恋ら
れん
世に
ふ
るさ
とのみ雪
せりとも 
と立
てて、 
早
う
住み
了し
所 を「
赤染
が以
」前
住んで
い
た所、
「越に
て
」 
を 
桂「
ここに
て。
越の国は
現在の北陸
地方、
匡
衡は
長徳三
年（九九
七）に
越前
権守に
任じ
ら
れた。 
越に
て とす
ると、
匡
衡が
越前権守出
会っ
た当時
の
邸に
住む
人が、
その
邸で
の対
面を
望み、
酒落
てこ
う表現し
たも
のか
ご と
注し
てお
り、
『全
釈』 の
解釈を
踏襲し
てい
る。 
し
かし
な
がら、
「」』し
に
て
」という
榊
原木の
本文を
その
まま採
用し
て
も良い
のだ
ろうか。 
実は、
この二
一六
番よ
り少し
後、
榊
原本二
三
〇番歌に、
「こし
に
」と
いう語
句が出て
くるのであ
る。 
ち
こをは
こし
に
むか
（て
おきた
るに
こまのか
た 
を
つ
くり
てお せ
て 
わか
の（に
な
つかぬ
こ
まと
おもふには
てなれにけ
るを
な
くさめに
せん 
この「
こし
に
」も
桂本では「
こ、に
」であ
る。
し
かし
な
がら、
この歌
は、
赤
染と匡
衡の息
子であ
る挙
周の
妻とな
り同
居し
てい
た高階
明
順女が、 
挙
周と不
仲に
なっ
て出
て行っ
たあ
と、
二
人の間に
生ま
れた
幼児を
引
き取
っ
た際のも
のなので、
「こし
に
」では
意味
が
通じ
ない。
し
たがっ
て、
『全
釈』 では
桂本をはじ
め
とす
る類纂
木の本文を
採
用し
て ここに 
を 
自
邸に
」と
解釈し
てい
る。
『大
系』は、
本文は「
こし
に
」の
ままであ
るが、 
注
に「
類 ここ
ヒ とし
て
解し
ているり 
榊
原本を見
ると、
二
一六
番詞書の「
こし
に
て
」も二
」「
〇番
詞書の「
こ
し
に 
も全
く同じ
く、
己を
字母とす
る「
こ に
之を
字母
とす
る し
」が
続
く形で
あ
る。
し
たがっ
て、
二 
六番だけを
強い
て「
こし 
の
ままで
解
す
る必要があ
るのか
疑間が
残る。 
次に、
榊
原本以
外の流
布木系の
伝本も
確認し
てお
きたい。 
榊
原本と同じ
流布本
系
一類木に
属す
る
伝本には
他に
数
本があ
るが、
そ
の中で
も宮
内庁書陵
部蔵鷹司
本は
比較的古い
形を
保っ
た
本文で
他本に
共 
人 
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通の誤りを正
せる
部分があ
るという。
また、
島
原松平文
庫本は
榊
原本と
親本を
同じ
くす
るも
ので、
脱落
箇所
や語の異同がほ
とんど
一致
す
るとい 
・
つ注
四。 
鷹司
本の
当
該歌の
詞書を見
ると注五、 
以上
のことから、
榊
原本の二
一六
番歌
の
詞書
も、
本来「
こ、に
て
」で
あっ
たものが、
親
本の書体がすで
に見
誤
りやすいも
ので
あっ
たためか、 
書写者
が「
こし
に
て
」と誤っ
たと考えら
れ
るのであ
る。 
一 
は
やう
住し
所に
今住人ほか
（なん
いぬ
（
きを
さら
ぬ
さ
きに
こ、
に
ていか
てたいめせん古
郷の
御雪
は
なをあら
ん
よか
る（
きといひし
に 
とあ
り、
「こ、に
て
」は
占を字
母とする「
こ
」に
踊り字
が続
く形で、
桂
本と同じ
い。 
松平文
庫
本の
当該箇所は注
六、 
は
やう
すみし
ところに
い
ますむ人 
な（見
セケチシ
テほト
傍書）か
（なむ
いぬ
（
きを
さらぬ
さ
きに
こ、に
ていか
てたいめむ
せんふ
る里 
のみゆ
事（見
セケチシ
テ
きト
傍書）は
なをあら
むな
むよか
る（ 
去JJ
／」いひし
に 
（ ）内
稿者 
で
あ
り、
「」」、に
「亡 の ー
こ は
鷹司
本と同じ
く古を
字母
とす
る仮
名で
あ
る
が、
続
く踊り字は、
松半
本の
他の
箇所の
踊り字
とやや
異な
り、
長め
で「
し 
とも「
く とも読め
るような形をし
てい
る。 
前
章では、
『赤染衛門
集』の
諸本を
検討し
て、
一 一
六番歌
の
詞書の 
」」 
し
に
て
」が
本来「
こ、に
て
」であっ
た可
能性が高いことを
論証し
た。 
し
かし
ながら、
諸注
釈が こし
に
て の
本文を
採
用し
たのは、
匡
衡
が
越前
権守に
任ぜら
れたことに
よる。
木章
では、
匡
衡
が果たし
て越前
国に
赴任し
たのかど
うか
を
検討
す
る。 
諸注
指
摘す
るように、
長徳二
（九九七）
年一
月二十
八日、
四十
六歳の
匡
衡は
越前
権守に
任
命されてい
る。
こ
れは
『中古歌
仙三十六人
伝』 に
載
せる
衡の略
伝に
よ
る。
匡
衡は
前
年、
長徳二年の除
目前に「
請殊蒙
天恩
以検非違使労
兼任越前
尾張
等国
守闘
状
（殊に
天恩を
蒙
りて
検非違使の労
を
持っ
て
越前
・尾張
等の国
守の闘
を
兼
任せら
れん
ことを請ふ
状） 令
本
朝文
粋』巻第
六
〉、
すなわち
越前
や
尾張
など
の国守を
望む奏状を
提出し
てい
た。 
だ
が、
長徳二
自の除
目に
おい
ては、
藤原為時
が越前守に
任命さ
れ
てい
る。 
正
月二
十八日、
己巳 
右大臣
（道長）参丙、
俄
停
越前守国盛、
以
淡路
守
為時
（藤
原）
任之。
（右大臣
参内し、
俄に
越前守国
盛を
停 
（三） 
（四
） 
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め、
淡路守
為時を
以て
之に
任ず。
） 
令日本紀略
』 
長徳二
年正
月二
十
八日
条〉 
これは、
『今昔
物語
集』巻二
十四
第三
十や、
『古
事
談
』巻一第二
十六
な
ど
にも記
さ
れてい
る有
名な
逸話で、
淡路守に
任ぜら
れた
為時
が、
その
不
満を
奏
状にし
たが、
その中
の句に心を
動か
さ
れた
一条
天皇
と
道長に
よっ
て、
即座に
越前守に
移された、
というのも
のであ
る。 
この前
年
長徳元
年九
月には、
越前の隣
の
若狭国に
宋人六
十
余人が来着
し、
客
館のあ
る越前国に
移された
こ
とが、
『日
木紀略
』に
記され
てお
り、 
為時
の
越前守
補任は
その対
応のため
とも
考えら
れ、
実
際に
為時は、
宋人
の中心人
物と目さ
れる商
人差世
昌
と漢
詩
の贈答を
行っ
てい
る注
七。 
また、
為時
の娘で
あ
る紫式
部も、
父に
従っ
て
越前に下
向し
たこ
とが、 
『紫式
部集』に
よっ
て
知ら
れ
てい
る。 
このよ
うな時
期に匡
衡
が
越前
権守に
任
命された
とは
いっ
ても、
お
そら
く実際に下
向することは
な
い
遥任であっ
たと
考えら
れる。 
また、
匡
衡白身、
前
年の
為時
の
越前守
赴任に
当たっ
て、
儀別の漢詩を
贈っ
てい
るのであ
る。 
儀越
州刺史
赴任 越
州刺史の
赴任に
儀す 
あ
んゆ
う 
暗
鵬冠を
弾
く晩
達
の
人 
い ど 
司
馬遷の才
漸
く進む
と雛も
張車
子の富
未だ
半均
なら
ず
越
州は
便ち
是れ
本詩
国 
むぺ 
ま 
｛耳な
るか
な
使
君の先
づ春に
遇は
ん
こ
と 
『江吏
部集』巻中 
匡
衡は、
越
州すなわ
ち
越前
の国
守となっ
て管
領する
為時を、
漢
の朱
買
臣
が
会稽郡の太守
となっ
た時
の
錦を
着て故郷に
帰
る喰えを
引い
て称え、 
翰林更
部、
すなわち
文章
博士で
式
部権
少輔で
あ
る
自分は、
冠を弾
い
て仕
官の準
備を
す
るば
か
りと
不
遇を
歎い
てい
る。
そし
て、
尾聯に
おいて、
越
前国は
本来
詩国で
あ
るのだから、
為時
が使
君すなわち国
守
となっ
て栄達
す
るのも当伏サだ
と祝
福し
てい
るのであ
る。 
そのうえ
で翌
年匡
衡自身も越前に
赴
打す こと
が決
まっ
たならば、
な
んらか
の漢詩
が残っ
てい
るは
ずであ
る。
し
かし、
『江吏
部
集』 に
も『本
朝文
粋』に
も、
匡
衡の
越前
赴任を思
わ
せ
る作
品は
残っ
ていな
いのであ
る。 
『赤
染衛
門
集』 に
も、
匡
衡と赤
染が
越前国に
滞
在し
たこ
とを
思わ
せる
歌は
全
くな
い。
四年
後の
長保三
（一
〇〇一）
年
正
月に
匡
衡が尾張
権守に
任ぜら
れ、
一
月に
尾張
国に
赴い
た時
は、
匡
衡が書い
た喜び
の書
状がい
く
つか
残っ
てお
り注
八、
『赤染
衛門
集』 に
も、 ‘
六九番歌から
二
〇二
番歌
にかけ
て、
長保二
年の七
月に匡
衡に
同
道し
て
尾張に
赴いたこと、
尾張
国
で
の出
来事、
四年
後の
帰京
まで
四
十首
近い歌を
残し
てい
る。
に
もかか
わ 
鏡
永蘭亭君
管
領
翰林
李部我歎辛
明時
衣錦昼
行客 
か
んれい 
鏡水蘭亨
君管
領し 
かん
L
ん 
翰林李
部我歎辛す 
明時
錦を
衣る 昼
一行の客 
暗
鵬弾
冠晩
達人
司
馬遷才
雛漸
進
張
車子
富未平
均
越
州便是
木詩
国
宜
実
使君
先
遇春 
四ー七
四品 
職主
衡与
鉛 
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ら
ず、
それより前
の
越前
権守に
関す
る作
品
が何も
残っ
ていない
のは、
や
は
り一人
が
越前国に
滞
在し
たこ
とがないこ
とを
意味し
ていよ
う， 
何よ 、
匡
衡は
長徳一
年止
月二十
八日に
越前
権守に
任ぜら
れたーか
月
半
後の三
月九
日に
東
宮学士
となっ
て
い
る。
東宮学士は
東宮すなわ
ち
皇
太
子の学問の師であ
り、
儒者
とし
てこの職に
就
くこ
とは
大
きな
名誉であっ
た。
同時に、
常に
東
宮の
いる都に
居なけ
れば
なら
な
いことを
意味
する。 
匡
衡晩
年の
自
伝的詩であ
る 述懐古
調詩
一百
韻
」令江
吏
部
集』巻中
〉 
に
おい
て、
東
宮学士
任
命を
このように
」「じ
ている。 
意味は、
四十六
歳で
東
宮学士に
任
命され、
龍
楼すなわ
ち東
宮
御所の
すば
らし
い有
様を
身近に
拝見し
た、
とな
る。
匡
衡は
東宮の
お側に
仕え
る儒者
となっ
たのであ
る。 
実際、
この
年匡
衡
が
都の
外に
出てい
る余
裕は
なかっ
た。
七
月から
八
月
に、
匡衡は
紀斉
名との間で、
大
学
寮の省
試の
判定
の
適否を
廻っ
ていわゆ
る
省試論争を
展開し
て
おり、
そのや
りと
りは
『本朝文粋
』巻第七に
それ
ぞ
れ二
篇の奏状
とし
て
残っ
てい
る注
九。
九
月は
宮中
の重陽
宴に
おい
て「
菊
是
為
仙草
」の
詩題を
献じ
講師
とな
り注
十、
十
月には
道長
邸で
の詩宴で
序
者となっ
てい
る注
十。
翌
長徳四
年には
従四
位下に
昇
り、
式
部
権大
輔に
なっ
た。
こ
の昇進も匡
衡に
とつ
て大
きな出
来事だっ
た。
前述の 述懐古
調詩
一百
韻
」に
おいても  
四十
七にし
て
四
H叩た
り
職は
衡
と鉛
とを
主
とす 
と詠じ、
四十七
歳で
四
位に
叙せら
れ、
職は
式
部権
大輔
とし
て衡
と鉛すな
わち人事考
課にあ
たるように
なっ
たという。
匡
衡の喜びは、
昇
進直
後の
道長邸で
の詩
会の詩に
も
表れてい
る。 
春
日陪
左
相府東閣
同賦
逢春唯
喜
気 
春の日
左相府の東
閣に
陪し
同じ
く春に
逢ふは
唯だ
喜
気のみと
いうこ
とに
賦す 
王春喜
気
感光陰 
王春の喜
気光陰に
感ず 
おん
ど、 
『＼かんづ？
、 
温照
就中
在翰林 温煎は
就中
輸林に
在
り 
しほ 加 
L
ルぽ
う 
四
品新
抱応道貴 四品
の新
抱は
応に
道の貴な
れば
な
るべし
三官
猶帯是
恩深 三官
猶ほ
帯
ぶるは
是
れ恩の
深け
れば
な
り
実、
江漸
暖
潜
魚躍 寒江漸
く暖
まりて
潜
魚躍
り 
枯木半
栄好
鳥吟 
枯
木半ば
栄え
て好
鳥吟
ず 
争
遇君臣
合体日 
争ひ
て
遇ふ
君臣
合体の日 
( 
）
ラ亡
（J 
菖心
抹悦聖賢心 菖心抹
悦す聖賢
の心 
『江吏
部集』巻上 
春
が来
た喜びを、
自身の四品
（四
位）昇進と三
官（文
』早
博上、
東宮学
士、
式
部権大輔）兼
任の喜びに
重ね
てい
る。
ここにも
越前
権守のことは 
四十六学上 龍
楼景
気好 
四十六にし
て学
士た
り 
二
と
」“ビぱ 
龍
楼景気研 し 
（五） 
（六
） 
木戸 裕子 『赤染衛門集』216番歌について 一赤染衛門は越の国に行ったのか― 
全
く触れら
れ
てい
ない。 
では
この時
期の赤
染衛
門の
和歌はど
のよ
うなも
のがあ
るだろ
うか。
『赤
染衛門
集』 の
和歌は
制作
年代がはっ
きりわか
るも
のは
少ない
が、
長
徳一
年から
長保二
年にかけ
ての歌
と
判断
で
きるも
のが二首あるり 
『全
釈』 に
依っ
てあげ
ると、 
一
つは
一一
一〇番の歌であ
る。 
子もど
の 
帥殿にし
たし
き人のゆ
か
りな
りし
は、
え
ま
丙
る
まじ、
とな
んあ
る
」と聞
きし
かば、
さとに
あ
るは
る、
う
（の
御前のおほ
せ事に
て「
花のさか
りな
るを
見
せ
まほし
くなんあ
る
」とおほ
せら
れ
たりし
に、
ま丙ら
せた
る 
もろ
ともに見
るよも
あ
りし
花桜人づ
てに
聞
く春ぞか
なし
き 
帥
殿は、
中関白
藤
原道隆
男、
藤
原伊
周。
『全
釈』 は「
伊
周・隆
家兄
弟
は
花山
法皇を
射
奉っ
たこと、
東一
条院を呪
誼し
たこと、
秘か
に
太元
帥法
を
修し
たことなど
の
罪に
より、
長徳
二
年四
月、
太
宰
権帥と出
雲
権守に
左
遷された
（『
小右記
』・『日
本紀略
』）。
この歌は、
その
年の
桜の咲
く頃に
詠
まれ
たも
の とする。
こ
の
左遷事
件を
受け
て赤
染衛門も
里に塾
居し
て
いたらし
い
が、
この歌をト
の
御前すなわち
道
長室倫
子に
本っ
て
後、
再び
出仕
す
るよ
うに
な
る。
その
後、
道
長邸で
の女房とし
ての詠歌
が続い
て、 
一三
五
番では、 五
月五
日
右大将
殿よ
り、
さう
ぶあは
せし
たるあ
ふぎ
に、
くす  
だ
まを
お
きて「
これがか
ち
まけ、
さだ
め
さ
せ給
（
」とあ
りし
に、
とのは
左大臣に
おはし
ましし
かば 
ひだ
りに
や快の玉
もむ
すぶ
ーん
右は
あ
やめ
のね
こ
そあ
さけ
れ 
と詠
む。 
右大将
殿は
藤原道綱、
とのは
藤原道長で
あ
る。
右大将
道綱から、 
菖蒲合
せの勝
ち
負け
の
判定を
依頼され
た赤染
が、
菖蒲合
せの
右方
と
左方を
右
大将
と左大臣に
なぞらえ
て、
左の
勝ち
とし
た歌を
詠んだ
も
ので
あ
る。
ズ王
釈』 は「
道綱が
右大将だっ
たのは
長徳二
年十二
月か
ら
長保二
年七
月ま
で。
道長が
左大臣
であっ
たのは
長徳二
年七
月から
寛仁元年十二
月までで、
この条
件を
充たすのは
長徳三
年から
長保一
一
年の間
（九九
七 一〇〇〇
）で
あ
る。
この
歌の
詞書は、
歌の内
容か
ら
み
て、
当時
の官
名で
圭『か
れてい
るとみら
れ
る
」とす
る。
この歌の
後も
道長家関
連の歌
が続
くので、
赤染も
また
都から
離れ
ては
いな
い
こ
とがわか
る。 
し
たがっ
て、
大江匡
衡
と赤染
衛門の
動向から
み
ても、
二
人が越の
国で
暮らし
たこ
とは
認めら
れないこ
とに
な
る。 
一 一 
以上、
榊
原本『赤
染衛
門
集』一二
六番歌
の こし
に
「亡 は
越前国
の一
」 
とではな
く、 
」」、に
「土 の誤写であろ
うこ
と、
赤染衛門
とその夫
大江 
人 
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匡
衡は
越前
国に
滞在し
たことは
な
いことを
論証し
た。
これらを
踏
まえ
て、 
一二
六
番歌の
本文を
確定し、
その
通釈を
す
るならば、 
は
や
う住みし
ところに、
今住む人、 
ほか
（
な
むいぬ
べ
きを、
さ
らぬ
さ
きに、
ここに
ていか
で
たいめ
？～
せん、
ふ
る里
のみゆ
きは
な
ほ
あら
ん
なむよか
るべ
き
」とい
ひし
に 
忘れにし
昔
やさらに
恋ひら
れん
よに
ふ
る里
のみゆ
去』せ
りとも 
私が以前
住んで
い
たところに
現
在
住ん弔、
い
る人
が、 
別の場所に
行か
なけ
れば
なら
な
いので
すが、
引っ
越す前に
ここでど
うにかし
てお会いし
たい
ので
す。
やは
り昔
なじ
みの場所に雪
があ
るうちに
おいでに
な
るほ
う
がよいでしょ
う
」といっ
て
きたので
詠んだ
歌。 
忘れてし
まっ一 
昔のことが、
また恋し
く思わ
れ
るでしょ
う。
以前生
活し
ていた昔
・タじ
みの雪
の降
るあ
の場所を
お尋ねし
たとし
ても。 
（今、
そちら
に
お
伺いし
ても、
昔のこ
とが
いっ
そう赤
少し
くな
るだ
け
で
す。
） 
となろう『。 
では、
こ
の は
や
う住みし
ところ 
とはど
のよ
うな所な
のか。
現
在そ
こに
住んでい
る人が、
赤
染衛門に 
ここ
」でど
うにかし
て対面し
たい
と
言い、
その
人も赤染衛門も
そこを 
ふ
る里（昔
なじ
み
の場所
） と呼
び、 
そし
て赤
染
が 忘
れ
てし
まっ
た昔
が又恋し
く思わ
れ
る 
と詠嘆
する所で
あ
る。
第
一に考えら
れ
ることは
赤
染の実
家で
あ
るが、
果たし
て
そうだろ  
う
了か。 実は
『赤
染衛
門
集』 には二
一六番歌
以前に「
は
やう
住みし
ところ
」が
もう
ー
カ所出
て
くる。
それは、
赤
染衛門
が大江匡
衡と
結婚
する直
前の七
三
番歌であ
る。 
は
や
」フ
すみし
ところにかし
ら
あら
ひに
い
きて 
ふ
る里
のいた
井
のなか
は
すみな
がら
我みづからぞ
あ
くがれにけ
る 
は
や
うすみし
ところ 
に
髪を
洗い
に
行っ
て、
そこを 
ふ
る里 と呼
び 
我み。
つから
がこ
の場所から
離れ
てし
まっ
た
」と嘆じ
てい
る。 
一一‘ 
六
番歌
の詠歌
年代から
は
約十五年
程
前に
な
るが、
同じ
場
所
と考え
ても
よ
いのでは
ないだ
ろうか。 
この次の七四
番・七
五
番歌は、
匡
衡と結
婚し
た時
の
後朝の
贈答で
あ
る。 
か
たた
「か今に
きた
る人
の、
との
丙物をいだし
たれば、 
つとめ
ていひ
たる 
よやど
りのあし
たの
原のをみな
（し
う
つ
り香に
てや人は
とがめん 
返し 
宿か
せば
床さ今あ
やな女
郎花いか
で
う
つれ
る香
とか
こ
た（ん 
し
た
がっ
て、
七二
番歌を詠
んだ
時は、
赤染衛門は
独身で
実
家
住みの時 
（七） 
（八
） 
木戸 裕子 『赤染衛門集』216番歌について 一赤染衛門は越の国に行ったのか― 
であっ
たは
ずであ
り、 
は
や
うすみし
ところ 
が実
家であ
るとは
考え
が
たい。 
し
かし、
当時、
洗
髪は
一目
がか
りの
大仕事であ
り、
し
か
も
一人でで
き
るような作
業では
なかっ
た注
十。
洗髪を
させ
てもらえ
るような
と
ころ
とは、
か
な
り親し
い関
係にあ
る家
といえ
よ
う』 
ここからは
憶測とな
る
が、
この は
やうすみし
ところ 
とは、
赤染衛
門の母
の実
家
または
親戚の家では
なか
ろ
うか。
赤
染の母
が誰なのか
は
不
明だ
が、
赤染に同
腹の
妹がい
るこ
とから注十、
赤染の母
と赤
染の父赤
染時
用は
安定し
た関
係にあっ
たと考えら
れ、
赤染が匡
衡と結婚する二
十
代前半には、
両
親は
同
居し
ていたのではなか
ろ
うか。
そう考え
ると、
「は
やう
すみし
と
ころ
」とは、
両
親の同
居前に
赤
染が子供時
代を
過ごし
た
母
の家
とす
るこ
とがで
きよ
う。 
ただ、
『赤染
衛門
集』には両
親との関わ
り
が全
く見え
な
い。
あ
るいは、 
母は
早
くに
亡
くなっ
てし
まっ
て赤
染は
妹とともに
父に
引き取ら
れた
可
能
性もあ
る。
そうであ二
っ
ても、
「は
やうすみし
ところ
」は
やは
り母の実家
と
考え
ることがで
きる。
だか
ら
こそ、 
二一
六
番歌に
おいて、
赤
染は「
忘
れにし
むかし
やさら
に
恋ひら
れん
」、
昔
が恋し
く思われ
ると詠じ
たので
あ
ろう、 注
一 林
マ
リヤ「
赤
染衛門
集什り
つい
て
」関
根慶
子・阿
部俊
子・林
マリ
？
ヤ
・北村
杏
子
・田中
恭子
共著『赤染衛
門
集全
釈』（私家
集全
釈叢
書
1
）昭
和六十
一年九
月十五日、
風間書
房 なお、
『赤
染衛門
集』 
の歌番目プも
本書に
よ
る。 
注
前
掲書、
武田
早
苗・
佐藤雅
代・巾
周了共著
『賀茂保憲女
集／赤
染
衛門
集／清
少納言
集／紫式
部
集／藤三
位集』（
和歌文
学
大系
〇
）平
成十二
年三
月ト
五
月、
明治
書院 
注
『榊
原本私家
集（一＋）
』（日
本古
典文
学
影印叢刊 
〇
）昭
和五
十四年
一
月ニト
ー日、
貴
重本
刊
わ会 
注
注一に
同じ。 
注
図書
寮
文庫 
鷹・四
〇六 『
赤染衛門
集』国
文学
研究
資料
館日
本
古典
籍総合
目録デ
ー
タベ
ース（宮内
庁書陵
部所
蔵資料目録・画
像
公
開シ
ス
テム）に
よる。 
注
島
原松半
文
庫 三
五 二六 
『赤染衛門
集』国文
」字
研究
資料
館
日
本古
典籍総合
目
録デ
ータベ
ー
スに
よる。 
注
親謁之
後以詩
贈太宋客差
世
昌「重寄 
『本
朝麗藻
』巻下 
贈
答部 
注
奉行成状 本頼
光状 『本
朝文
粋
』巻第七 
注
省試詩
論 『
本朝文粋
』巻第七 
注
『小右記
』
長徳三
年九
月九
日条 
注
『権記』長徳三
年ト
月十二
日条 七
言暮
秋陪
左相府書
閣同
賦
寒花為客
栽
応教．
首
〔以心
為韻井
序
〕（七
言。
暮
秋左
相府の書
閣
に陪し
同じ
く寒花 客
の
為に
栽う
とい
ふこ
とを
賦
す。
教に
応ず
る 
一り白〔心を
以
て韻と
為す井びに
序
〕）
」『江吏
部
集』巻ド 
注
宮、 
つとめ
てよ
り暮
るる
まで
御髪す
ます。
御湯唯
子し
て、
お
もと
人立ち
居て参
る… 令う
つほ
物語
』 蔵開 中
〉 
タつ方、 
宮こなたに
渡ら
せた
ま（
れば、
女君は
御ゆ
するのほど
な
りけ
り：・ 
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まで
の
月を
みし
か
な
」 『
赤染衛門
集』 三、
四
番歌 
文 
『を
りあし
き御ゆ
するのほど
こ
そ、
見
苦し
か
め
れ。
さうざ
うし
く
て
やながめ
ノこ と聞
こ、不
たま（ば、
『げ
に、
おはし
まさぬ
隙ひ
ま
に
こ
そ例は
す
ませ、
あ
やし
う 
日ご
ろ、
もの
う
がら
せた
まひ
て。 
今日
過ぎば、
この
月は
日もなし。
九、
十
月は
いか
でかは、
とて
仕
ら
せた
まふを
』 
と、
大
輔い
とほし
がる 令
源
氏物語
』 東屋
〉 
注
十三「
中関
白
殿の、
蔵人
の少将
と聞えし
ころ、
はらから
のもとに
お
はし
て、 
内
の
御物己やに
」』も
るな
り。
月の入らぬ
さ
きに 
とて出
で給
ひにし
のち
も、
月ののど
かにあ
りし
？かば、 
つとめ
てた
て
まつ
れ
りし
にかは
りて 
入りぬ
とて
人の
いそぎし
月影は 
出で
ての
のち
も久し
くぞ
見し 
おなじ
人、
たのめ
ておは
せ
ずな
りにし
つ 
とめ
て
奉れる やすらは
でね
な
まし
物を
小夜
更け
て か
た
ぶ
く 
(‘「〇
一七
年七
月一八日
受理
） 
（九
） 
